
２０２１年度の取組み 

令和３年９月２４日 

 

 スーパーエンバイロメントハイスクール研究開発事業実績報告書 

 

１ 学校名         岡山県立水島工業高等学校       

 

２ 校長名         森  尚貴              

 

３ 担当者（研究主任）名  藤原 正道              

 

４ 研究テーマ 

  「廃プラスチック等の再利用による有効活用をとおした環境問題解決のための研究」 

 

５ 研究目的 

  廃プラスチック等の環境問題に主体的に取り組み、ＳＤＧsへの貢献を図りなが 

ら多様な学びによる先進的なものづくりを実践する。地域をフィールドにした課題 

解決型の探究活動として、本校生徒の育みたい資質能力の向上を図る。 

 

６ 本年度の研究実績の概要 

（１）マテリアルリサイクルの研究 

 ①成分分析・原材料づくり 

   既製品フィラメントの成分分析を行っている。また、自作フィラメントの配合を

検討中である。年内に自作フィラメントの試作品づくりを目指す。 

  ②フィラメントづくり 

廃フィラメント再生製造装置 ReDeTec社製「ProtoCycler」を購入し、課題研究の

授業で組立と試運転を開始した（写真１）。自作フィラメントができ次第、年内の試

作品づくりを目標にしている。 

  ③アクセサリーデザイン 

建築科と情報技術科が共同で大量生産（印刷）する飛行機形状アクセサリーのデ

ザイン、大きさ、キーホルダのような利用形態を検討中である（写真２）。また、３

Ｄプリンタによるものづくりや動作確認、ＣＡＤソフトウェアによる設計を見学し

た。建築科では、９月に何個かのスケッチを考え、デザインを完成させた（写真

３）。候補スケッチを基にした試作品づくりの準備中である。 

  ④３Ｄプリンタ研究・アクセサリーづくり 

    ３Ｄプリンタを２台購入し、印刷速度や印刷クオリティ、メンテナンス性、既 

   製のフィラメントに対する対応性を調査中である。フィラメントの種類、色、メ 

   ーカー等、微妙に機種の相性があった。 

プリンタ FLASHFORGE Adventure3は 150mm×150mm×150mmの小さなプリントサイズ



だが、仕上げは良好であり、データ転送は無線、有線、USBメディアで行うことがで

き、使い勝手がよい（写真４）。フィラメントは専用のものが必要である。Prusa i3 

MK3Sは、キットを組立中であるが、評判も良く、正確に出力できた（写真５）。 

現在は３ＤＣＡＤを使ってモデルの設計を行っている。生徒の習得は速く、課  

   題研究でモデリングを中心に取り組んでいる。 

（２）サーマルリサイクルの研究 

  ①燃料装置の製作 

    ロケットストーブを試作し、燃焼実験を行った（写真６）。熱エネルギーの増加を

目的として構造を改良し、燃焼効率を計測する予定である。また、ペットボトルの

キャップの配合割合についても検討中である。環境問題の解決を目指して、岡山理

科大学と連携した排気分析の可能性について模索する。 

    スターリングエンジンのキットを用いてエンジンの構造や機構について学んだ。 

   １１月に行われるスターリングテクノラリーへの参加に向けて、車両を 1台製作中

である（写真７）。 

  ②電気エネルギー取り出し・配線 

回転エネルギーを電気エネルギーに変換し、安定した直流電流を取り出すことを目

的に、コンデンサを並列に接続して、複数のパターンの実験を行い、データ化を行っ

ている（写真８）。ＤＣアダプターを使用して回転を発生させた場合、疑似直流のた

めにモータが安定して回転せず脱調を起こした。現在は直流安定化電源を使用してい

る。今後、ペルチェ効果を用いて、表面の熱と裏面を水冷させることにより、起電力

を発生させることを想定した実験を計画する。 

 

（３）校外との連携 

①５月１４日(金)：インタロボット(株)小川浩基代表取締役によるものづくり講演会

（情報技術科２年生） 

  ②５月２４日(月)：岡山理科大学との高大連携締結 

（令和３年５月２４日～令和６年３月３１日） 

  ③５月２５日(火)：萩原工業(株)西村武晃人事課長による進路講演会 

④６月 ６日(日)：岡山大学開講のプラスチックごみの研究についてのオンライン 

講演会に参加（工業化学科３年生）（写真１１） 

⑤６月１４日(月)：岡山理科大学近藤准教授と Zoomにより意見交換（機械科） 

（写真１２） 

⑥７月 ２日(金)：丸三化学工業（株）工場見学（工業化学科３年生）（写真９） 

  ⑦７月１５日(木)：岡山理科大学訪問（機械科・電気科・工業化学科代表生徒） 

（写真１０） 

⑧７月１６日(金)：環境学習センター「アスエコ」伊藤希望主査による環境学習講演会 

（工業化学科３年生）（写真１３） 

  ⑨８月 ６日(金)：岡山理科大学訪問（工業化学科代表生徒） 

 

 



７ 参考写真 

 

写真１ ProtoCycler           写真２ アクセサリーの検討 

 

    写真３  デザインの検討         写真４ FLASHFORGE Adventure3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真５ Prusa i3 MK3S             写真６ ロケットストーブ 

 
     写真７ スターリングエンジン       写真８ 実験器具 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真９ 丸三化学工業(株)工場見学       写真 10 岡山理科大学訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 11岡山大学オンライン講演会        写真 12岡山理科大学 Zoom会議 

 

 
写真 13環境学習講演会 

 

☆懸垂幕・横断幕の設置 

1月 25日（火）本校正門側玄関へ懸垂幕、本校北側フェンス沿い看板へ横断幕を 

設置して来校者や外部の方へ広報を行った。 



 

 

 

 

 

 

玄関 懸垂幕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   本校北側フェンス沿い 横断幕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０２２年度の取組み 

令和 ４ 年 ４ 月 ８ 日 

 

 スーパーエンバイロメントハイスクール研究開発事業実績報告書 

 

１ 学校名         岡山県立水島工業高等学校       

 

２ 校長名         森  尚 貴              

 

３ 担当者（研究主任）名  大嶋   岳              

 

４ 研究テーマ 

  廃プラスチック等の再利用による有効活用をとおした環境問題解決のための研究 

 

５ 研究目的 

  廃プラスチック等の環境問題に主体的に取り組み、ＳＤＧsへの貢献を図りながら多様

な学びによる先進的なものづくりを実践する。地域をフィールドにした課題解決型の探究

活動として、本校生徒の育みたい資質能力の向上を図る。 

 

６ 本年度の研究実績の概要 

（１）マテリアルリサイクルの研究 

 ①原材料づくり 

   ３Ｄプリンタープリントアウトを通じて発生する廃プラスチックや、学校生活で

発生する廃ＰＥＴボトルキャップとストローをそれぞれ粉砕してフィラメントの原

料とする。また、製造するフィラメントの原料の配合を検討中である。年内に自作

フィラメントでの試作品づくりを目指す。（写真） 

  ②フィラメントづくり 

廃フィラメント再生製造装置の運転を行い、ヴァージンＰＬＡと廃ＰＬＡを配合し

たフィラメントの試作と、廃ＰＥＴボトルキャップ・ストローを原料としたフィラメ

ントする予定である。フィラメントができ次第、年内の試作品づくりを目標にしてい

る。（写真） 

  ③アクセサリーデザイン 

建築科と情報技術科が共同で大量生産（印刷）する「校章」のデザイン、大き

さ、キーホルダのような利用形態を検討中である（写真）。建築科では、９月に何個

かのスケッチを考え、デザインを完成させた（写真３）。候補スケッチを基にした試

作品づくりの準備中である。 

  ④３Ｄプリンタ研究・アクセサリーづくり 

    ３Ｄプリンタを活用し、印刷速度や印刷クオリティ、メンテナンス性、既製のフ 

ィラメントに対する対応性についてフィラメントの種類、色、メーカー等、微妙に 



機種の相性があるため継続的に調査を行う。 

 校内で使用するプラスチック（掲示板のマグネットのカバー、机や椅子の足カバ 

ー、竹馬の部品）を製造すると共に、ジャパンマイコンカーラリーへエントリーす 

る機体の部品製造（写真）、自作３Ｄプリンターの完成を目指す（写真）。 

３Ｄスキャナーを使い目的のモデルをデータ化して、３Ｄプリンターで複 

製を行う予定である。 

（２）サーマルリサイクルの研究 

  ①燃料装置の製作 

    ロケットストーブの試作と改良、燃焼実験を行い、熱エネルギーの増加を目的と

して構造を改良し、燃焼効率を計測する予定である。また、ペットボトルのキャッ

プの配合割合についても検討する。環境問題の解決を目指し、岡山理科大学と連携

した排気分析の可能性について模索する。 

    発電用スターリングエンジンの製作と発電実験を行う予定である。また、並行し

て１１月に行われるスターリングテクノラリーへの参加に向けて、車両を２台製作

中である（写真）。 

  ②電気エネルギー取り出し・配線 

ペルチェ効果を用いて、表面の熱と裏面を水冷させることにより、起電力を発生さ

せることを想定した実験を計画する。ペルチェ素子の内部抵抗の測定実験、ペルチェ

素子を並列・直列接続した時の起電力の測定行いデータを解析する予定である。 

 

（３）校外との連携 

   ①  ５月  ９日：交流学習会実施 乙島小学校４年生２クラス５４名対象。廃食用 

油石けん作り（工業化学科３年生３８名参加） 

   ②  ６月２０日：交流学習会実施 旭丘小学校４年生２クラス５９名対象。廃食用 

油石けん作り（工業化学科３年生３８名参加） 

   ③  ６月２７日：交流学習会実施 西阿知小学校４年生５クラス１９６名対象。廃食 

用油石けん作り（工業化学科３年生３８名参加） 

   ④  ７月２０日：倉敷第一中学校体験実習 ３Ｄペン体験、３Ｄプリンタでネーム 

キーホルダーの製作 中学生３名対象（工業化学科） 

   ⑤  ９月２４日：くらしき環境フェスティバル参加 

   ⑥１０月 ２日：リサイクルフェアＩＮくらしき２０２２参加 

（機械科、工業化学科） 

   ⑦１０月２４日：交流学習会実施。西阿知小学校４年生３クラス１１８名対象 

ＢＤＦプラント見学（工業化学科３年生４名参加） 

   ⑧１０月３１日：交流学習会実施。西阿知小学校４年生２クラス７９名対象 

ＢＤＦプラント見学（工業化学科３年生４名参加） 

   ⑨１１月１２日：第２６回スターリングテクノラリー参加（都立練馬工業高等学校） 

（機械科） 

   ⑩１２月 ４日：ジャパンマイコンカーラリー中国地区予選参加 

広島県立福山工業高校（情報技術科３年生２名） 



   ⑪１２月 ５日：交流学習会実施。西阿知小学校４年生５クラス１９６名対象 

燃料電池 MECIAの試乗体験（工業化学科３年生４名参加） 

   ⑫ １月１６日：交流学習会実施 旭丘小学校４年生５クラス１９６名対象 

燃料電池 MECIAの試乗体験（工業化学科３年生４名参加） 

７ 参考写真 

 

☆創立６０周年記念行事（令和４年１１月８日） 

水工ミュージアムにて各科の取り組みをパネル展示で行った。 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



２０２３年度の取組み 

令和 ５ 年 ４ 月 ６ 日 

 

 スーパーエンバイロメントハイスクール研究開発事業実績報告書 

 

１ 学校名         岡山県立水島工業高等学校       

 

２ 校長名         森  尚 貴              

 

３ 担当者（研究主任）名  大嶋   岳              

 

４ 研究テーマ 

  廃プラスチック等の再利用による有効活用をとおした環境問題解決のための研究 

 

５ 研究目的 

  廃プラスチック等の環境問題に主体的に取り組み、ＳＤＧsへの貢献を図りながら多様

な学びによる先進的なものづくりを実践する。地域をフィールドにした課題解決型の探究

活動として、本校生徒の育みたい資質能力の向上を図る。 

 

６ 本年度の研究実績の概要 

（１）マテリアルリサイクルの研究 

 ①成分分析・原材料づくりフィラメントづくり 

   既製品フィラメントの成分分析を行っている。また、自作フィラメントの配合を

検討中である。年内に自作フィラメントの試作品づくりを目指す。 

  ②アクセサリーデザイン 

廃フィラメント再生製造装置 ReDeTec社製「ProtoCycler」を購入し、課題研究の

授業で組立と試運転を開始した（写真１）。自作フィラメントができ次第、年内の試

作品づくりを目標にしている。 

  ③３Ｄプリンタ研究・アクセサリーづくり 

建築科と情報技術科が共同で大量生産（印刷）する飛行機形状アクセサリーのデ

ザイン、大きさ、キーホルダのような利用形態を検討中である（写真２）。また、３

Ｄプリンタによるものづくりや動作確認、ＣＡＤソフトウェアによる設計を見学し

た。建築科では、９月に何個かのスケッチを考え、デザインを完成させた（写真

３）。候補スケッチを基にした試作品づくりの準備中である。 

    ３Ｄプリンタを２台購入し、印刷速度や印刷クオリティ、メンテナンス性、既 

   製のフィラメントに対する対応性を調査中である。フィラメントの種類、色、メ 

   ーカー等、微妙に機種の相性があった。 

プリンタ FLASHFORGE Adventure3は 150mm×150mm×150mmの小さなプリントサイズ

だが、仕上げは良好であり、データ転送は無線、有線、USBメディアで行うことがで



き、使い勝手がよい（写真４）。フィラメントは専用のものが必要である。Prusa i3 

MK3Sは、キットを組立中であるが、評判も良く、正確に出力できた（写真５）。 

現在は３ＤＣＡＤを使ってモデルの設計を行っている。生徒の習得は速く、課  

   題研究でモデリングを中心に取り組んでいる。 

 

（２）サーマルリサイクルの研究 

  ①燃料装置の製作 

    発電用スターリングエンジンが導入され、ロケットストーブで燃焼を行った熱エ

ネルギーにて、スターリングエンジンを稼働させ、回転軸へ接続したモーターで発

電を行い、発電効率を計測する予定である。また、燃料としてペットボトルのキャ

ップ利用について検討する。環境問題の解決を目指して、岡山理科大学と連携した

排気分析の可能性について模索する。 

    １１月に行われるスターリングテクノラリーへの参加に向けて、車両を 1台製作

し、スターリングエンジンの構造や機構について学ぶ。 

  ②電気エネルギー取り出し・配線 

回転エネルギーを電気エネルギーに変換し、安定した直流電流を取り出すことを目

的に、コンデンサを並列に接続して、複数のパターンの実験を行い、データ化を行っ

ている（写真８）。ＤＣアダプターを使用して回転を発生させた場合、疑似直流のた

めにモータが安定して回転せず脱調を起こした。現在は直流安定化電源を使用してい

る。今後、ペルチェ効果を用いて、表面の熱と裏面を水冷させることにより、起電力

を発生させることを想定した実験を計画する。 

 

（３）校外との連携 

   ① ５月２２日：岡山理科大学 近藤千尋准教授来校、各科の研究状況の視察 

   ②  ６月 ５日：交流学習会実施 西阿知小学校４年生６クラス１９３名対象 

廃食用油石けん作り（工業化学科３年生３８名参加） 

③  ６月１２日：交流学習会実施。乙島小学校４年生２クラス５０名対象 

廃食用油石けん作り（工業化学科３年生３８名参加） 

   ④  ６月２６日：交流学習会実施 旭丘小学校４年生２クラス６０名対象 

廃食用油石けん作り（工業化学科３年生３８名参加） 

   ⑤ ７月１８日：岡山理科大学 近藤千尋准教授来校、各科の研究状況の視察 

   ⑥ ８月２３日：倉敷第一中学校体験実習 ３Ｄペン体験、３Ｄプリンターでの製作 

中学生５名対象（工業化学科・情報技術科） 

   ⑦  ９月１７日：くらしき環境フェスティバル参加、燃料電池ＭＥＣＩＡ試乗体験 
   （機械科、工業化学科） 

   ⑧１０月 １日：環境フォーラムＩＮふなお参加 燃料電池ＭＥＣＩＡの試乗体験 
           スターリングエンジン発電機展示（機械科、工業化学科）（写真） 

   ⑨１０月 ２日：交流学習会実施 西阿知小学校４年生３クラス９６名対象 

ＢＤＦプラント見学（工業化学科３年生４名参加） 

 

   ⑩１０月１６日：交流学習会実施 西阿知小学校４年生３クラス９７名対象 



ＢＤＦプラント見学（工業化学科３年生４名参加） 

   ⑪１０月１６日：岡山理科大学 近藤千尋准教授来校、各科の研究状況の視察 

   ⑫１０月２０日：（有）中山鉄工所訪問、AIによる手仕上げ・３Ｄスキャン・３Ｄ 

プリンターを駆使してのリバースエンジニアリング技術の見学 

（情報技術科、生徒７名参加）（写真） 

   ⑬１１月１８日：第２７回スターリングテクノラリー参加 

（茨城県立土浦工業高等学校）（機械科） 

   ⑭１１月２０日：住みよい玉島・環境健康まつり参加 展示、実演  

（情報技術科生徒 8名参加） 

   ⑮１２月１８日：交流学習会実施。旭丘小学校４年生２クラス６０名対象 

燃料電池 MECIAの試乗体験（工業化学科３年生４名参加） 

   ⑯１２月２０日：交流学習会実施。西阿知小学校４年生６クラス１９３名対象 

燃料電池 MECIAの試乗体験（工業化学科３年生４名参加） 

 

７ 参考写真 

 

◎ 岡山理科大学 近藤千尋准教授 来校 

  ５月２２日（月）、７月１８日（月）、１０月１６日（月） 

 

  



 

  
 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



情報技術科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機械科 

  

電気科 

 

 

 

工業化学科 小学校との交流学習 

 



◎廃ＰＬＡフィラメントの製作 

 

原料投入        100％廃 PLA粉砕チップ    50％白色のみ（例） 

 

◎フィラメントを３Ｄプリンターにセットし、同じ形のものを作成 

（１）バージン 100％ 

 

フィラメント    テストピース 

（２）バージン 30％＋廃 PLA粉砕チップ 70％ 

 
フィラメント   テストピース 

 

（３）廃 PLA粉砕チップ 100％ 

 

 

 

 

 

 

 

  フィラメント   テストピース 



 

 

  

 

 


